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製造業（金属加工、建築施工、水産機械）

昭和41年（創業年 大正３年）

104名（うち60～64歳３名、

65歳以上1名、最高齢者67歳）※取材時

定年65歳

70歳まで継続雇用

所 在 地

業 種 ・ 事 業 内 容

設 立 年

社 員 数

シニア人材の雇用制度

ベルテクネ 株式会社 Company Profile
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 「見える化」を追求した透明性の高い経営と社内制度

 国家資格取得の支援などスキルアップへの手厚いサポート
 充実した健康づくりの取組み

POINT

福岡県70歳現役応援センターについて

1 シニア世代の活躍の場を拡大
・シニア雇用の有用性や助成金制度等を説明し、「70歳以上まで働ける制度」（定年廃止、定年延長、継続
雇用）の導入について企業に働きかけています。（県入札参加資格審査における加点制度があります。）

・シニア雇用を進める企業の優良事例を紹介しています。
・企業を訪問し、シニア世代に特化した求人の開拓をしています。
・シニア向け企業合同説明会などを開催し、就業に繋がる機会を設けています。

2 シニア世代の就職や社会参加を支援
・専門相談員が経歴や技能、希望を聞いて、再就職やNPO・ボランティア活動など多様な選択肢を提案し
ます。

・希望に応じてコーディネーターが就職のあっせんを行います。
・就業支援セミナーなどを開催して、履歴書の書き方や面接の指導を行います。

3 各種セミナーを開催
・シニア人材を戦力化したい企業向けに、必要な制度などを説明するセミナーを開催しています。
・シニアライフプラン、60歳以降の働き方などに関する従業員向けの出張セミナーを開催しています。

4 ｢ふくおか子育てマイスター」の拡大を支援

●　事業主の方へ　　～　経験や技術を持った人を探したい　～

・豊かな経験を持つシニアに地域の子育て現場で活躍してもらうため、最新の保育知識に関する研修を県
が実施して修了者をマイスターに認定。研修や認定手続きなどの情報提供をしています。

当センターの登録者の中から、企業の皆様のご希望に合う方を無料でご紹介します。
コーディネーターが採用のお手伝いから採用後のフォローまで行います。安心してお任せください。
お気軽にご相談を。（詳しくは26ページをご覧ください。）

お問い合わせ先

□ 福岡オフィス　　Tel：092-432-2512
　 　　　　　　　　　福岡市博多区博多駅東1-1-33 はかた近代ビル５階

□ 北九州オフィス　Tel：093-513-8188
　 　　　　　　　　　北九州市小倉北区船場町2-10 近藤会館４階

□ 久留米オフィス　Tel：0942-36-8355
　 　　　　　　　　　久留米市天神町８番地 リベール４階

□ 飯塚オフィス　　Tel：0948-21-6032
　 　　　　　　　　　飯塚市本町7-25 三協木村ビル１階（本町商店街）
　 　　　　　　　　　ご利用時間 9:30～12:00、13:00～18:00

　年齢に関わりなく活躍し続けることができる「70歳現役社会」の実現を目指して、平成24年に福岡県
が設置した「福岡県70歳現役応援センター」は、シニア世代の就業や社会参加の支援、シニア人材を雇用
する企業の支援を行っています。
　より身近な地域でセンターをご利用いただくため、「福岡オフィス」をはじめ県内4か所にオフィスを設
置しています。

福岡県70歳現役応援センター
月～金　９：30～18：00　※祝日及び年末年始除く

QRコード
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ベルテクネ 株式会社

須恵町で金属加工を中心に事業を展開している�
ベルテクネ株式会社の代表取締役社長前田努氏と�
取締役／総務・経理統括部長の鈴木幸男氏にお話を伺いました。

企業の沿革、特徴、理念
―まず、会社の沿革や製品についてお聞かせくだ
さい。

【前田氏】創業者は、明治期から大正期に活躍し
た金属加工の職人です。福岡市にある赤煉瓦文化
館の手すりなどは、創業者が製作したものだと聞
いています。創業者が大正３年に個人事業として
鉄工所を立ち上げ、二代目が昭和41年に法人化
しました。平成29年に、現在の社名「ベルテク
ネ株式会社」に社名変更しました。
　現在、金属加工事業部では、精密板金により、
食品機器、医療機器、IT関連機器などに使用され
る金属パッケージを製造しています。建築工事事
業部では、手すりや外装パネルなど建築金物全般
について、設計から施工管理まで一貫して請け負
い、最近では、福岡市美術館のリニューアル工
事や博多駅ビルの新築工事に携わりました。水

産機械事業部は、10年前に水産養殖機械を製造
していた会社を統合して、新しい事業部門として
スタートさせたものです。マグロなどの魚の養殖
場で使用される機械の開発からメンテナンスまで
行っており、国内トップシェアを占めています。

前田努代表取締役社長 鈴木幸男取締役

社内の螺旋階段（ベルテクネ製の手すり）
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―会社が着実に発展されていますね。強みはどの
ようなところだと思われますか。

【前田氏】会社の目的を明確にしているところだ
と思います。経営目的を「社員の幸せの追求と実
現」と定め、全社員の共通認識となるよう徹底し
ています。幸せの価値観はそれぞれですが、働き
甲斐があり人生設計を立てることができる会社で
あることが、社員の幸せの基盤だと考えています。
雇用を守り、利益を社員にしっかり還元する会社
であり続けたいと思います。

【鈴木氏】「社員の幸せの追求と実現」のため、会
社の経営基本方針として、「社員目線で経営の透
明性をチェックする」「社員のための経営システ
ムを確立する」「社員とその家族の生活を向上さ
せる」「不況でも成長できる自立型企業を目指す」
「経営・営業・技術・加工・施工の全てにおいて
一流のプロを目指す」「売上・利益・給与で№１
を目指す」の６項目を定めました。会社の制度や
取組みは、経営目的の達成に繋がるものであるか
が判断基準となります。

―代表的な制度や取組みについて教えてください。

【鈴木氏】社員が主体的に経営に関与する『社員
主体経営』が代表的な取組みです。社会情勢の
変化が経営に影響を及ぼす場合でも社員一丸と
なって対応する、「不況でも成長できる自立型企
業」を目指していますので、社員には経営者目線
を持ってもらいたいと考えています。そのため、
経営情報の開示や全員参加の決算書勉強会などを
行っています。一般社員も取締役会議にオブザー
バーとして参加ができ、会議資料は社内LANで
公開しています。決算書勉強会は、社員一人一人
が、自分が働いている会社の状況を正しく理解す
るために開催しています。

【前田氏】『社員主体経営』の一環として、経営計
画書の作成において、社員が関与する部分をかな
り大きくしています。目標売上額や目標経常利益
額は、基本的に各部門の社員が決め、順次開催す
る経営計画書作成会議で内容を固めていきます。
作成会議では、自主性を重んじるため、社長は協
議に加わっていません。計画策定プロセスで、社
員が参画する部分を多くすることでも、経営者目

線を備えた社員の育成をしたいと考えています。

【鈴木氏】全社員が社長をはじめとする取締役や
管理職に対する評価を行い、要望事項を提出する
「経営チェックシート」を導入しています。社員
が望んでいることや会社として解決すべき課題が
明確になりますので、社員が経営者目線を持つこ
とに繋がり、また、経営陣も社員目線を兼ね備え
ることができると考えています。余談になります
が、取締役の評価結果は、社内だけでなく社外に
も公表して、経営計画書にも記載しています。

―オープンな会社風土ですね。

【前田氏】かなりオープンだと思います。「経営の
透明性」を重視していますので、会社のあらゆる
部分で「見える化」を推進しています。経営チェッ
クシートによる「問題点の見える化」や経営情報
の開示による「決算の見える化」の他にも、受注
した物件ごとの時間単価を表す「原価の見える
化」、力量マップの作成と公表による「社員能力
の見える化」、グループウェアによる会社全体の
「業務の見える化」など、多岐にわたる「見える化」
を進めています。

「社員能力の見える化」－力量マップの掲示

【鈴木氏】徹底した「見える化」で透明性を追求
して、業務の効率化や社員の成長も狙っています。
例えば、「原価の見える化」は、利益が上がって
いるものと上がっていないものの区別がはっきり
しますので、適正受注と業務改善に繋がります。
「社員能力の見える化」は、管理者にとっては、
適正な人員配置や育成計画の作成に役立ちます。
社員にとっては、工場内に資格保持者と個人ごと
の力量レーダーチャートを掲示することで「見え
る化」していますので、どの社員がどのレベルの
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スキルを持っているのかすぐにわかり、業務を進
める上で困ったときに相談したい相手や、お手本
としたい人を容易に探すことができ、ノウハウの
共有や成長につながると考えています。

「社員能力の見える化」－資格保持者の掲示

シニア人材の雇用（継続雇用制度）
―シニア人材の雇用の状況について教えてくださ
い。

【鈴木氏】シニアの雇用について特別なことはし
ていませんが、年を重ねても働くことができる環
境を作りたいと考えています。今働いている人達
に、できるだけ長く働いてもらいたいので、就業
規則では、65歳定年、70歳までの継続雇用とし
ていますが、72歳まで勤務を続けてもらった人
もいます。現在の最高齢社員は、水産機械のスペ
シャリストで、まもなく68歳を迎えます。
　継続雇用を希望する人については、定年審議会
で諮ることにしていますが、これまで希望者を
断ったことはありません。継続雇用になってから
の働き方は、本人の希望を聞いて決めていますが、
工場での勤務は、加齢による体力低下に十分に配
慮する必要があると考えています。

【前田氏】フルタイムでの勤務がきつい場合は、
時短勤務にすることもあります。72歳まで勤務
した人は、最終的には９時から15時までの時短
勤務としました。担当する業務は、基本的に定年
前と同じです。業務を変更したケースもあります
が、本人の希望を優先させ、本人と会社の協議に
よって働き方と業務を決めています。

【鈴木氏】本人と会社による協議は、本人の理解
を得るため、定年前に十分な期間を設けて行う必
要があります。勤務条件の他に、今後自分がどれ

だけ成果を上げることができるのか、客観的な評
価についても納得してもらう必要がありますの
で、事前協議は大切です。
　給与は、継続雇用になってからも、成果に見合っ
た額を支給していますので、定年前と同一の業務
内容であればほぼ変わりません。給与の減額幅が
小さいことだけが理由ではないと思いますが、継
続雇用後のモチベーション低下が問題になったこ
とはありません。
　業種的に経験やスキルを重視していますので、
これまで、シニアを新規採用したことはありませ
んが、少子高齢社会における、今後の検討課題だ
と考えています。一定の年齢層で一括りに捉える
のではなく、その人が期待したパフォーマンスを
出すことができるか見極めることが重要だと思い
ます。

業務体制
―「社員能力の見える化」やスキル重視について
のお話がありました。教育制度について教えてい
ただけますか。

【前田氏】「経営・営業・技術・加工・施工の全て
で一流のプロを目指し」ていますので、教育制度
を拡充してきました。
　教育に関する基本方針を「社員の一人ひとりの
成長が社員と会社の未来を築く！」と定め、計画
的に社員の資質向上、スキルアップに取り組んで
います。技能向上委員会を設置して、社員に板金
技能検定 ※1や板金図面検定 ※2の資格取得を推奨し
て、受験する人に対しては、受験費用の会社負担
のほか、社内勉強会や模擬試験の開催などでサ
ポートしています。合格した場合は祝い金と食事
会で慰労し、月々の資格手当を付与します。溶接
技能検定、建築施工管理、日商簿記の試験に合格
した人に対する資格手当や祝い金もあります。
　各々がスキルアップすることで多能工化が進
み、特定の人への業務の偏りが減って平準化に繋
がりますので、社員の資質向上の取組みは、全体
的な業務効率化や生産性の向上にも効果があると
思います。

※１　板金技能検定
　　�板金に関する技能を認定する国家資格。特級、1級、2
級がある。

※２　板金図面検定
　　�板金加工に関する図面の知識や技術を認定する九州
シートメタル工業会認定資格。１級、２級がある。
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【鈴木氏】以前は、金属加工業でありながら、国
家技能検定資格者が一人もいない状況でしたの
で、10年ほど前から、組織的に資格取得の支援
を始めました。自己研鑽にまかせるのではなく、
会社のサポート体制を充実させたことで資格取得
者が増えました。板金技能検定では、九州初の女
性特級取得者もいます。

板金製品

【前田氏】資格取得の支援のほかにも、ビジネス
全般に活かせる各種研修を実施しています。コロ
ナ禍でWEB研修が当たり前になり、その利便性
が改めて認識できましたので、いつでも学びたい
ときに多数のメニューから選択できる本格的なオ
ンライン研修のサービスも導入しています。

―教育制度以外で、会社として力を入れている取
組みはありますか。

【前田氏】社員の健康を重要事項として位置付け、
福利厚生制度において、健康づくりの取組みに力
を入れています。できるだけ長く、この会社で働
き続けてもらいたいと考えていますので、意欲、
技量があるにも関わらず、健康問題で働けなくな
るのは、本人にとっても会社にとっても残念なこ
とです。気を付けていても避けられない病気もあ
りますが、適切な生活習慣で健康寿命を延ばすこ
とはできますので、健康づくりのため様々な取組
みを行っています。

【鈴木氏】定期健康診断の受診率100％を維持し、
再検査や精密検査が必要と診断された人には上司
から受診を勧めています。診断の結果は、本人だ
けでなく同居親族にもお知らせしています。社長
や事業本部長との面談において健康状態を確認
し、併せて産業医による面談とフォローも行いま

す。過去に、健康診断の結果を放置し、深刻な病
気になった社員がいましたので、フォローには特
に力を入れています。
　禁煙に挑戦する社員への支援制度もあります。
会社が、禁煙外来の費用を一定額負担し、禁煙宣
言をしてから１年間実行できた人には、食事券を
贈呈しています。禁煙宣言は２回までチャレンジ
できます。
　また、健康づくりにおいてはメンタルヘルスも
重要ですので、年１回ストレスチェックを行い、
メンタルヘルスをテーマにしたセミナーも開催し
ています。
　その他には、運動関連グッズ購入費の補助、同
居親族を含むインフルエンザ予防接種費用の会社
負担、40歳以上の社員に対する脳ドック費用の
助成など、社員の健康を守る制度を設けています。
新規の取組みとしては、がん検診サポートや健康
状態が改善した人などに支給する健康表彰手当に
ついて、具体的な内容を検討しているところです。

【前田氏】健康づくりの一環として、長時間労働
の抑制も忘れてはいけないと考えています。受注
する物件数が多いので経営的にはありがたいので
すが、納期に間に合わせるため、度々時間外労働
が発生しています。過重な労働で健康を害するこ
とがあってはならないので、20：00以降の時間
外労働が必要な場合の事前申請や、週１回の定時
退社の徹底などにより抑制に取り組んでいるとこ
ろです。
　「社員の幸せの追求と実現」のためには、社員
の安全と健康が基盤になくてはなりませんので、
これからも健康づくりの取組みには力を入れてい
きたいです。

―健康づくり以外も、福利厚生制度が充実してい
ますね。

【前田氏】福利厚生に関する基本方針を「社員の
ための快適な職場環境の促進」と定め、健康づく
り以外にもいろいろな制度を設けています。社員
満足度調査でもなかなか好評です。永年勤続祝い、
誕生日祝い、年次有給休暇の計画的取得制度、結
婚記念日などのアニバーサリー休暇制度、映画チ
ケットの配付、夏季の熱中症対策としてのドリン
ク支給、図書購入費補助などいろいろとあります
が、特に好評なのは交通費手当です。公共交通機
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関の便が悪いので自家用車で通勤する者がほとん
どなのですが、ガソリン代の相場より高めの基準
額で算定していますので満足度が高いようです。

【鈴木氏】福利厚生では、社員の意見に基づき休
暇制度を改善しました。先ほどお話しした「経営
チェックシート」の成果でもあるのですが、チェッ
クシートの自由意見記述欄に、もっと有給休暇を
取りたいという意見がありましたので、改善に着
手することにしました。当時の取得率は19％と
低かったので、毎年取得率を10％ずつ上げる計
画をたて、80％を目指すことにしました。概ね
80％を達成した時点で、公休を一気に20日ほど
増やし、ほぼ週休二日制としました。公休を増や
したので、現在の有給休暇取得率の目標は50％
としています。直近の取得実績は53.7％でした。
公休を増やしたことと合わせると休日が増えまし
たので、「社員の幸せの追求と実現」を少しは形
にできたのではと思います。

―コミュニケーション円滑化のための取組みはあ
りますか。

【前田氏】人材育成とコミュニケーションの円滑
化に効果がある、１on１ミーティング ※3を前期
から取り入れました。部下が主役の双方向対話型
のミーティングですので、コミュニケーションが
スムーズになり、信頼関係の構築にも役立つと思
いますので、今期も引き続き実施しています。
　そのほか、イベント推進委員会を設置して、サー
クル活動の支援や各種イベントの定期的な開催に
より、コミュニケーション円滑化を目指していま
すが、残念ながら、ここ２年ほどは新型コロナ感
染防止のため、飲食を伴うイベントは開催できて
いません。社内旅行、餅つき、お花見、忘年会な
ど季節の恒例イベントができなくなったので、社
員同士の交流の機会が減り残念です。一日も早く
新型コロナの流行が収束することを願っています。

※３　１on１ミーティング
　　�上司と部下が1対1で、短いサイクルで定期的に行う個
別面談

今後の展望
―最後に生涯現役社会、人生100年時代について
のお考えをお聞かせください。

【前田氏】寿命の長さよりも、いかに健康を保つ
かが大切だと思います。企業には、働く意欲のあ
る人が、シニアになっても働き続けることができ
る環境を整える義務があると思います。今後も、
会社として社員の健康管理を行い、精一杯サポー
トしていくつもりですが、健康管理は最終的には
個人の問題なので、社員には自主的に健康づくり
に取り組み、生涯現役社会で活躍しつつ後進を育
てていってもらいたいです。

★取材を終えて★
　インタビューでは、会社は社員のためにできる
ことをするという姿勢が随所で感じられ、充実し
た教育制度や福利厚生制度に感激しました。イン
タビュー後にご案内いただいた社屋や工場内部は
整理整頓が行き届き、見通しのいいレイアウトで、
ここでも「見える化」が徹底されていました。

整理がいきとどいた工場内部

社員食堂（ベルテクネ製のシーリング）

08 高齢者雇用企業事例集


